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6月14日、五ヶ瀬町の坂本園にて「新茶まつ

り」が開催されました。会場では新茶の販売が

行われたほか、食堂や

カフェ、焼菓子など多

数の飲食店も出店し、

当日は多くの来場者で

賑わいました。

2027年に開催される「日本のひなた宮崎国スポ・障スポ」に向

けたリハーサル大会として、日之影町に続き「第76回西日本各県

対抗剣道大会」が高千穂町武道館にて開催されました。会場には九州各県

からトップレベルの剣士たちが集結し、気迫あふれる熱戦が繰り広げられま

した。大会連覇を目指した本県代表選手たちも、

日頃の鍛錬の成果を発揮して懸命に戦いましたが、惜しくも準優勝という結果

になりました。頂点にはあと一歩及ばなかったものの、選手たちの素晴らしい

健闘に、来場者からたくさんの拍手が送られました。国スポ本大会では更なる

活躍が期待されます。

日之影町の宮水小学校および高巣野小学校を対

象に、「自然豊かな農業体験実習」が行われまし

た。児童たちは実習に先立ち、西臼杵支庁の職員

による授業で、田畑が持つ洪水防止や土壌流出防

止といった「多面的機能」についてしっかりと学

習。その後、地域の生産者の皆さんの丁寧な指導のもとで田植えや芋の苗植えに挑戦しました。服が汚れ

るのも忘れて笑顔で汗を流した子どもたち。楽しみながら地域の田畑や農業の特徴、大切さを学び、ふる

さとの自然の恵みについて考える機会になりました。

6月16日、道の駅高千穂にて「甲斐製茶園」

（高千穂町下野地区）のご協力のもと、釜炒り

茶の試飲会が開催されま

した。「釜香」と呼ばれ

ばれるすっきりとした香

りと風味を持つ希少なお

茶を、多くの方に楽しん

でいただく機会となりま

した。この地で受け継が

れる伝統の味わいを、こ

れからも大切に伝えてい

きましょう。



6月17日、主要地方道竹田五ヶ瀬線「波帰之瀬

橋」の橋上部工工事の安全祈願祭が行われました。

橋脚・橋台は既に完成しており、いよいよ橋桁の

架設へ進みます。本橋の開通により、西臼杵地域

の産業振興や広域観光の更なる発展が期待されま

す。完成は、2028年度の予定です。

「災害時のために家族で計画を立てておく」 「避難所までの道を普段から覚えるこ

とが大切」といった頼もしい意見も聞かれました。児童一人ひとりが、自ら命を守

るための行動について深く考える機会となったようです。

6月30日、「土砂災害防止月間」の取り組みとし

て高千穂町立田原小学校にて土砂災害防止教室が

行われました。子どもたちは、土砂災害の恐ろし

さや発生のメカニズム、命を守る行動について熱

心に学びました。授業後の感想では「土砂災害に

いろんな種類があることがわかった」という声や

７月6日、五ヶ瀬町の飼料用トウモロコシ圃場にて、中小型獣の被害を防ぐための「電気ネット」と

「アース機能付き防草シート」の設置作業が行

われました。これは、県の鳥獣被害防止技術実

証展示ほ事業の一環として実施されたものです。

今回の実証展示を通じて、効果的な鳥獣対策の

検証が進むことが期待されます。地域の皆さま

の大切な農作物を守るために今後も取り組んで

まいります。

西臼杵支庁土木課の河川砂防担当が整備した「神代川まちづくり事業」が令

和7年度全建賞を受賞しました！コンクリート河川を自然豊かな景観に再生する

とともに、専門家・地域住民の意見をデザインに反映させる協働体制を構築し

した点が評

価されまし

た。神代川がこれからも地域の皆さまに

愛され、賑わいの場となることを願って

います。



先日、日之影町の川へ！川の中に入るつもりはなく私服でしたが、水の綺麗さと地元の子ども

たちとはしゃぐ友人につられ、気づけば私も一緒になってびしょ濡れになっていました（笑）。

大人が童心に返って思い切り自然を満喫できる場所がすぐそばに沢山ある西臼杵地域は、本当に

良いところだと改めて実感しました。
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手束 菜津子さん

西臼杵支庁 農政水産課

アート米田植えに参加させていただきました！私自身田植えはこ

れで２回目の経験です。翌日全身が筋肉痛になり、改めて手植えは

大変な作業であると思い知らされ、お米を生産

してくださる皆さまの日々の大変さを一部だけ

体感できたように思います。高千穂の川登地域

から元気を届ける、そんなあたたかな思いから

始まった素敵なプロジェクトに参加できたこと

をとてもありがたく感じています。また個人的

に『絶対に転ばない』という目標を立てていた

のですが、見事達成できました！秋に美しい棚

田の風景とアートを皆さんに楽しんでいただけ

るのを楽しみにしています！

宮崎梅田学園（株）のグループ会社である高千穂梅園が、地域の茶産地を守るため、高千穂町

黒仁田地区の茶園を承継し、お茶づくりに奮闘しています！！

釜炒り茶の販売だけでなく、紅茶の製造にも取り組むなど、新しいチャレンジを続けています。

高千穂が誇る特産品、風味豊かな「釜炒り茶」をぜひ皆さまもご賞味ください！！


